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企画課男女共同参画係です企画課男女共同参画係です
こんにちは！

　最近、新聞、ニュ－スなどの報道で、配偶者などからの暴力（ドメスティック・バイオレンス：Ｄ

Ｖ）で命を奪ってしまうほどにエスカレ－トする事件が続いています。警察庁の発表では、平成18年

に、全国で年間18,000件以上の配偶者などからの暴力相談等の件数が報告されており、非常に悲しい

ことにＤＶで亡くなった女性は60名を超えています。驚きの数字ですね。大変残念ながらＤＶの件数

は年々増加をしています。

　暴力は絶対に許されるものではありません。人が人として生きる権利を奪われるこ
とになり、こんなに悔しくて残念なことはありませんね。

　配偶者などからの暴力、スト－カ－行為、セクシュアルハラスメント、性犯罪、売買春・人身取引

など女性に対する暴力は女性の人権を著しく侵害するものです。暴力のない国東市、安心して生活が

できる国東市をみんなで築きたいですね！

　もし、あなたやあなたの親しい人が困っていたら…。下記のところへご相談ください。

「女性に対する暴力をなくす運動｣期間です。

※今月と来月は「配偶者などからの暴力」についての内容をお届けします。

夫やパートナー（恋人）からの暴力については

夫やパートナーからの暴力、ストーカー等の相談については

職場でのセクハラや性別による差別的取扱いについては

スクール・セクハラについては

女性の人権問題全般については

女性が抱える様々な問題や悩みを解決するための適切な情報提供・助言は

配偶者暴力相談支援センター

警察安全相談：大分県警察本部広報課

大分労働局雇用均等室

スクール・セクハラ相談室（大分県教育庁人権・同和教育課）

女性の人権ホットライン（大分地方法務局）

女性総合相談（アイネス）

☎０９７-５４４-３９００
月～金　  ９：００～２１：００
土日祝　１３：００～２１：００

☎０９７-５３４-41０7
☎０９７-５３４-９１１０
月～金　  ９：３０～１８：００

☎０９７-５３２-４０２５
月～金　  ８：３０～１７：１５

☎０９７-５３４-４３６６
月～金　  ９：００～１７：００

※Ｅメ－ル相談アドレス no‐sekuhara@oita‐ed.jp

☎０５７０-０７０-８１０
月～金　  ８：３０～１７：１５

☎０９７-５３４-８８７４
月～金　 ９：００～１６：３０

（除祝日）

毎年11月12日から25日までの２週間は
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みんなの顔が見えるまち

第
１
回 

隣
保
館
ま
つ
り
開
催
！

　

８
月
25
日
㈯
に
第
１
回
隣
保
館
ま

つ
り
が
教
室
生
を
中
心
に
約
２
０
０

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

場
内
で
は
教
室
生
の
作
品
展
示

や
、「
人
権
入
門
」
の
ビ
デ
オ
上
映
が

あ
り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
は
、
日
常
生

活
に
あ
る
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
、

10
の
項
目
ご
と
に
非
常
に
分
か
り
や

す
く
解
説
を
交
え
た
内
容
で
、
参
加

者
か
ら
は
、
画
面
を
見
て
う
な
ず
き

な
が
ら
、「
あ
る
、
あ
る
」、「
気
を
付

け
な
な
あ
」
と
い
っ
た
感
想
が
漏
れ
、

皆
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
室
生
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
と
し
て
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

カ
レ
ー
や
ち
ら
し
寿
司
、
秀
渓
園
の

方
に
よ
る
カ
キ
氷
の
販
売
な
ど
も
行

わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
引
き
続
き
開
催
す
る
予

定
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
初
め
、
別
府
地
区
（
国
東･

姫

島･

別
府･

日
出
）
の
人
権
教
育
に
携
わ

る
関
係
者
約
20
名
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
（
現
地
研
修
）
で
豊
後
大
野
市
と

延
岡
市
を
訪
ね
た
。

　

豊
後
大
野
市
で
は
、
専
任
の
ガ
イ
ド

に
先
導
さ
れ
現
地
を
10
数
カ
所
廻
っ

た
。
数
々
の
今
に
伝
わ
る
遺
構･

文
献

な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
専
門
的

な
事
象
や
用
語
を
丁
寧
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
合
併
後
、
大
野
支
局
に

は
、
市
内
外
の
関
係
者
か
ら
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
人
権
教
育

の
推
進
」
を
狙
い
に
し
た
実
地
研
修
会

と
し
て
、
問
い
合
わ
せ
や
参
加
者
が
多

い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

現
地
研
修
の
初
っ
ぱ
な
は
、
ナ
ン
ト

荘
厳
な
寺
院
。「
な
ぜ
最
初
が
お
寺
な

の…

？
」
素
朴
な
疑
問
を
抱
き
続
け
て

い
た
が
、
見
学
地
を
数
え
る
に
つ
け
、

そ
の
疑
問
点
は
自
分
な
り
に
解
き
明
か

さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
の
寺
院

は
、
浄
土
真
宗
明
尊
寺
。
約
６
０
０
年

前
建
立
の
古
刹
。

　

本
堂
に
設
置
さ
れ
た
一
張
り
の
大
き

な
太
鼓
に
、
ま
ず
は
圧
倒
さ
れ
た
。
10

年
前
、
皮
の
張
替
が
な
さ
れ
た
折
に
、

そ
の
太
鼓
の
内
側
に
書
き
残
さ
れ
た
文

字
が
判
読
さ
れ
た
。
そ
れ
は
被
差
別
部

落
の
方
々
の
芳
名
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
太
鼓
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
て
み

て
も
、
明
尊
寺
の
檀
家
の
人
々
の
職
業

が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
職
業
に
対
す
る

い
わ
れ
な
き
差
別
に
数
百
年
の
間
、
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
辛
苦
に
耐
え
た

人
々
の
苦
悩
の
姿
に
思
い
を
寄
せ
た
参

加
者
は
、
私
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

岡
藩
政
治
の
下
、
例
え
ば
、
墓
石
の

高
さ
や
法
名
（
戒
名
）
の
制
限
、
禁
止

を
は
じ
め
、
日
常
生
活
多
岐
に
わ
た
る

差
別
の
中
に
、
一
明
の
光
、
そ
れ
は
、

「
同
胞
の
精
神
」
と
い
う
崇
高
な
る
精

神
で
被
差
別
部
落
の
人
々
に
相
対
し
た

明
尊
寺
の
永
代
の
住
職
。「
人
は
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
み
な
平
等
、
同
胞

だ
」
と
い
う
精
神
で
、
被
差
別
部
落
の

人
々
に
注
い
だ
「
人
の
心
」
に
触
れ
、

猛
暑
で
ほ
て
っ
た
私
た
ち
の
心
身
に
、

砂
漠
の
水
滴
の
ご
と
く
し
み
込
む
の
を

体
感
し
た
。

（
国
見
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
）

▲リコーダー演奏発表

▲出店も多くの人だかりができました▲教室生の作品展示

▲差別に抵抗し、制限を
　超えた墓石を立てた

部
落
解
放
に
向
け
て

立
ち
上
が
っ
た
人
々
「
同
胞
精
神
」の
こ
と
ば
に
ふ
れ
て

問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
隣
保
館

☎ 

0
9
7
868
1
7
2
2

み
ょ
う
そ
ん

こ
さ
つ

▲明尊寺の太鼓

（最寄りの警察署総務課でも相談できます。）


